






























































































もたちと共有していた教師」[鈴木 1986: 269] と国分を評価している。また、





















































の渋滞における叱責」[国分 1984: 10] の報告である。叱責は、「題なし」と
行数の少ない子ども、そして類型的な様式化した綴方を書く子どもに向けら




















供たちの教育には、ふたつの道があった」[宮本 1969: 46] と書いている。「生










対にうたってはならないものにせられていた。」[宮本 1969: 50]2	 このよう
                                                             
2 国分もまた同様の経験を書いている。「先生は、東京のよいことばが、こっちにくる
と悪くなる、それをなおすために、東京のことばをよくおぼえねばならぬと、しき
































いうところから移ってきたのだ。[国分 1983: 12] 
	 国分にとって三日町とはどのような意味をもっているのか。晩年、国分は
三日町公民館で開催された国分一太郎講演会「我が町しみじみ三日町」で次











した。」[国分 2011: 5] 「三日町というところは、大変私の生い立ちといいま
すか、何か物を考えるようになるための土台を作るのに、大変大事だったと














哀楽を肌身に感じるなかで培っていった」[船橋 1995: 89] と書いている。ま
た、鈴木は子どもの実感に共感共鳴する国分の資質が三日町で形成されたと
書いている[鈴木 1986: 267]。 
	 また、国分家の社会的階層もまた資質形成に大きな影響を与えたといわれ
る。船橋は「「オッカ」とはよべず「アッカ」とよばねばならない社会的階層











































































りました。」[国分 1983: 53]	  「家思い」「親思い」といった表現にもまたこ
の時期の教育の影響の大きさを見てとることができる。4 
                                                             
4 学校教育の国分への影響を知ることのできる文章として「採集家」がある。小学校
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